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け

近時X線 の檢査によつて,特 にMeyer及 びMarkの 研究に よつて蛋白質の

線肌構造が明にされて來た。叉一方に於て蛋白質が液画に薄膜を作る事,その薄膜
わ

が分子軍ヂ層である事が本輯田村學士の紹介にあるが如 くに論ぜ られてゐる。今

この蛋自質の單一暦に就て最近最詳細に研究せられた ものはHughes及 びRideal
さり の

のgliadinに 就 て の研 究 で あ るか ら此處 にそ の 紹 介 の補 遣 と してRideal等 の 研

究 の大 要 を蓮 べ る 。

Ridealの 行 つた研 究 法 は周 知 のLangmUir-Adamの 法 に よ る薄 膜研 究 法 に

ゆ
Ridealの 表面ボテンシヤル研究法を合せて用ひたものであるoRidealに ょれ1ぎ

ケラチンの如きもの1±液面に蟹がらないoゼ ラチンは液i酌.こ鑛がるが可溶性膜.を

作 る。然 し多数の蛋白質は可なり安定の膜を作 る。上逑の研究法でRideal等 の

研究 した蛋白質はグ リアヂン,グ ルテ昌ン,卯 アルブメンであるが共の中グ.リア

ヂンに就て特に詳細に研究を行つたo

其の實驗の方法は水槽の上に極めて微量のグリアヂン(そ の重量はNemstの

ミクロバ ランスで測る)を 加へてAdamの 方面で表面壓(F)と 液面1cm3の グ

リアヂンの重量(γ)と の關係を求め一方に於で薄瑛寸こよる表面ボテンシヤルの變

化(ムV)と γとの關係を求めた。表面ボテンシヤルの燮化は水槽の液に蓮緒せる

カロメル電極を一つ極として他は液面上の筌氣電極一つの極 として共の電捲を測

定したものであつて空氣電極としては白金線にポロニウムを緩覆 した ものを用ひ

た。本實験に於ては液面の膜の均一性を轍査する目的に此の室氣電極を液面に尊
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行に動か しめ得る樣に し海。水槽の液としては蛋白質の加水分解 を防止する爲め

に純水を用ぴずN1100HC1・Nμ00NaOH,PH5。9の 憐酸竪バ7ア ー液を用ひた。

・ 第 一 囲
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進行 して13dyne/cm,r=1.6x10一'

gm!cm=.ま.で 績 くGし 膜 の 壓 縮 を

急 に行 ふ際itcの 直 綴 的 の壇 加 が

22dyne/c印,γ=2,4x10『7g呵cm2

ま で 繼績 す る(點 線}。この 膜 は 賜 か

に擬 安 定 の状 態 で あ つ て時 聞 と 共

に壓 力 は減 少 して よnの 値 を

示 ず 樣 に な る(震 線)こ の 薄 膜 は γ

=1.6-L8×10一'gm/cm=で ゲル 化

.する
。…肋 壁 は15dynelcmで あa。

此 の三 者 に於 て 實験 の 結 果 は多 少

の相 逮 が あ るが 定 性 的 に は大 皚 同

一 で あ る
。 今 一 例 と しN(100ACI

を用 ひ た 場 合leakて 述 べ るロ

圖iこ示 す が 如 くF-r曲 隷 で は

r=0.36×10-Tgm!㎝2に 於 て 始 め

て0.2d⊃ ・ne/cmの 壓 力 が 表1まれ て

x/07曲 齣 鬮 緞 々急 畩 つて ・一 〇

・7x10疊7gmlem',壓 力2d}me/ノcml.こ

.逹 して か ら曲線 の 傾 斜 は 直線 的 に

第 二 圖
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此 の 實駿 で明 か な る如 く瓦斯献 膜 はた と今存 在 して ゐて も極 め て低 い蜃 を示 す

もの で.OP'SO.2aye・ ・lcm.7=0:36・10一 ・gtri/am=LPちof3AのnJcで 均 一 臓 作

.軸 グ ゾア ヂ ンの比Fe
e1.:Fiと して 膜 の 塞 さを計 算 す る

一(紹 介)一
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り此 の 液 歌膜 は.固化 せ ナ して ゲル 化 す.る。 即 ち.二元 遐 動 の ソ ルー ゲ.ル轉 化 を示 す

嶄 が 極 め て面 白 い事 で あ るo

△V-r曲 線 に就 て は0。36xユ0づgm'cm2 .までitテ ン シヤ ルが 一・1定しな い。

此 は膜 が 均 一 で な い事 を示 して.ゐる。0.36×10-7gmlcm2で 始 め て △V=13UmV

を示 して其 の 後 は ボ テ ン シヤ ルが 直線 的 に壇 力卩す る。 即 ちa.△V!`け が 一・建 で あ

る。0.7〆 ユ0甲7gm'「cm=で △V=2;iOr1V膜iまf胡 ま液 欺 で あ る。 其 の後 曲 線 の 傾

.斜は漸 次 減 少 して ゲ ル化 の 起 る事 を示 して ゐ るoボ テ ン シヤ ル は450mV添 極

大 で γ=5×10-7gm!cm2に 及 ぷo

今 グ リア ヂ ンの 樗 造 をFischerの 海 に從 び 其 の 基 本 構 遥 を

＼C/H＼HC/

IIR

u

とす る。既 のR.な る側鑽 は 一CH,一Cf?_一CH,と 一CH?一CHe-COONと

が相 互 に並 ん で ゐ る と考 へ る。 勿論 側 鑚 の 中 一rrx=の 團 を持 つて ゐ る もの.も.少.

しは存 在 して ゐ る。 力職 る分 子 は液 面 に不 た く横 は つて ゐ る もの で あ らふ 。L'Pち
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氈 の主 鑽 が 相 接 した 時 始 め て表 面 壓 が 表 はれ る もの で あ る。今 一 〇〇一NH-

CHR一 の

R=一CH2-CH,一COOHと せぱCoNH・C且R=129

R=一CHg-CHe-CH3と せ`まCO・NH・CHR=99

む
上 掲 の 圖 か らCONHCHRは16×3.5A2の 面 積 を有 して ゐ る。 これ はMeyer

andMarkのX線 の數 値 か ら

CO＼ 曲/CHRN

c。

←一 一 一3.5一 一 一→
り

とな し炭化水素のヂツグザ.ツグが2.54Aと しかsる 側鎮の相接 した最短距離を
ロ

4.5Aと した 。 か樣 の分 子纒 合(Paeking)に 於 け る γを計 算 して 見 る とR=129

の 時

・一6 .。6.、躍 瀛 ・一・・38… 一'g・1・㎡
.R=99の 時は

・一_ll.。 、.、rr一 ・29・1・ 一・9・t・m・.

.帥ち實 驗 で均 一 膜 の 出來 るの がT==O.36k.10":9tnlem=で あ るの と.よ く 一致 す

'
る 。吹 にか 樣 に擯 が つ て ゐ る膜 を壓 縮 す る と側 鎖 が 互 に入 りこん で 次 の 楳 の形 と

な る で あ らふ 。
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圖 の如 くに分 子 が 相 接 して も分 子 は 術 ぼ液 面 にZFか に振 が つて 居 るの で あつ て此

の 際 の γの値 を前 と 同楳 に
;して計 算 す る と

γ』0.74-O.56xIO"Tgmlcm:

(Rの 値 で 異 な る)で あ る。 此 れ は0.7・10一 「gnLtem2でF-r曲 線 の顕 斜 が極

大 に な る黶 に相 當 し △V-T曲 線 の 直線 の部 の 絡 る點 に あた る。

これ 以 上 壓縮 し績 け る時 は 側 鎖 が 傾 斜 す る樣 に な る6そ れ が 空 中 に 出 るか 液 中

に入 り込 む か は 側 鑽 の 極性 に よ る。而 して膜 は経 に下 の鎌 の 形 とな る。
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つ

ζの膜 も徇 ほ單 一分 子 展 で は あが 厚 さが 厚 く12Aに もなつ て ゐ る。 而 しで暎1‡.

剛 性 を有 して ゐ る 。 卯 ち ゲル 化 して ゐ るの で あ る。此 の 場合 γを計 算 す る と

L35-1.G3xlO'=grnScm2と な るo

上 述1まRideal等 の研 究 の大 嬰 を蓮 ぺた もの で 實 に蛋 白 質薄 膜構 造 の 最 御 の騨

細 な る窃 究 で あ るo
■
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